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 本研究は、記憶の形成、固定、想起に関わる神経メカニズム
を、電気生理学と光遺伝学を用いて解析しようとするもので
ある。特に、前帯状皮質や、前帯状皮質と海馬の相互作用に着
目して、新しい非侵襲的光遺伝学や多数のニューロンの同時
記録などの手法を駆使して解析するなどの点にも特徴があ
る。 
記憶に関わるメカニズムを、海馬や大脳皮質における電気

生理学と光遺伝学的手法を組み合わせたアプローチにより明
らかにしようとする本研究の学術的意義は大きい。これまで
に、記憶の形成や想起に関わることが明らかになってきた海
馬だけでなく、その記憶の固定や維持に重要な前帯状皮質領
域の機能を細胞レベルで詳細に明らかになることが期待され
る。 
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